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　4月１２日、地元建設会社等で構成して

いる親睦団体・松吉会（宮本一良会長３２

人）が、宮地小学校内にある約２０本の

桜のテングス病の駆除作業を行いました。

この会は、平成８年から毎年ボランティ

ア活動を実施しており、今年で１３回目

となりました。また、松くい虫により枯

れた松の木１５本も切り倒しました。

　平成２０年交通安全阿蘇の集い（阿蘇地区交通安全

協会・阿蘇警察署主催）が４月６日、阿蘇いこいの村

で開催され、関係者約３００人が参加しました。

　これは、同日から１５日までに実施された春の全国

交通安全運動の一環として、「世界の阿蘇から交通事

故死ゼロ」をスローガンに開催されたものです。

　この日、交通安全功労者表彰などの各種表彰や、阿

蘇自動車学校から阿蘇市及び産山村への交通安全旗の

贈呈などが行われたあと、小倉虎舞保存会による迫力

ある虎舞や熊本県警察音楽隊によるコンサートが開催

され、会場は大いに盛り上がりました。

　４月２３日、阿蘇温泉観光旅館協同組合、内牧区

長会、Ｔｏｍａっとベリーな街の皆さんは、黒川堤

防で作業を行いました。活動は２年目で、皆さんは、

「内牧１区から５区まで続くこの長い桜並木を一層

美しい名所にしたい」と、共同で駆除作業に取り組

まれています。本数が多いので、今後も毎年行います。

　なお、空いた箇所に植える苗木代等には旅館組合

の入湯税の助成金が利用されています。

▲松吉会の皆さん

▲内牧の皆さん

▲熊本県警察音楽隊によるコンサート

　４月１５日阿蘇市女性団体連絡協議会（神保京子会長）
３０人による廃油石鹸配布

　４月１０日阿蘇市安全管理者等協議会（渡邉富廣会長）
の皆さん（１３０人）によるハンドプレートキャンペーン

ボランティア活動ありがとうございました 桜のデングス病の駆除

▼このほかにも様々なキャンペーン活動が行われました▼

交通安全キャンペーン　～交通事故死ゼロを願って～


